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10月18日（日）午前9時

＊元成徳中学校グラウンド貴

快晴の中、午前9時からの開会式をかわきりに最後のラッキー賞

抽選まで、お天気の心配無く予定通りにすべての競技を行う事が出

来ました。

また前日の準備も天気予報は少し雨が降る予報でしたが、降らず

に予定の準備をする事ができました。
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修徳社会福祉協議会

ことしは例年にくらべ、参加人数がやや少ないような気がしまし

た。閉会式でも申しましたが、来年は皆さんお誘い合わせの上、多

くの参加を役員一同お待ちしております。

運動会を運営するにあたってプログラムの広告を頂きました広告

主様、広告集めにご尽力頂きました方々にあらためて紙面の上では

ござ、いますが、お礼を申し上げます。ありがとうございました。

-
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毎
年
、
社
会
福
祉
法
人

下
京
区
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
助
成
金
を
い
た

だ
い
て
、
広
報
紙
作
成

の
一
助
に
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
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内藤修徳体育振興会会長

な
ど
を
提
供
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
会
長
始
め
ベ
テ
ラ
ン

の
役
員
さ
ん
の
指
示
の
下
、

今
年
度
の
委
員
さ
ん
の
ご
協

力
で
、
和
気
あ
い
あ
い
と
ス

ム
ー
ズ
に
準
備
が
す
す
め
ら

れ、

昼
食
時
に
は
、
お
う
ど

ん
に
行
列
も
出
来
て
忙
し
さ

も
ピ
l
ク
に
な
り
ま
し
た
。

又
、
競
技
に
も
参
加
し
て

運
動
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

地
域
の
紳
を
深
め
る
運
動

会
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂

き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。
女
性
会
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m月
国
日
（
日
）
雲
ひ
と

つ
な
い
好
天
に
め
ぐ
ま
れ
て

修
徳
ふ
れ
あ
い
大
運
動
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

女
性
会
で
は
、
恒
例
の
模

擬
店
を
担
当
し
、
お
赤
飯
、

お
寿
司
、
き
つ
ね
う
ど
ん
、

み
た
ら
し
だ
ん
ご
、
飲
み
物

青
木

富
子
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ガラス「構造に対する助言Jが必要となる。「道路を歩いている」と、
窓や看板の落下に注意が欠かせない。曙期IPJi~~ 『可レJ

川掴？
現在の防災マップは5年前のもので、 一人暮らしの高齢者の方のな

かには介護施設に入所してしまわれた方も多い。

2030年までに、「南海トラフと花折断層が連動した大地震が起こるJll? また、 AEDなどの防災機器の「数と位置Jが増加している。
専門家のみなさんの声が聞こえてくる。 の変化を早くマ

阪神淡路大震災から20年が経過した今、建物の※層破壊による圧死で、 ツプに落とす必

84%の人命がなくなった教訓を生かしたい。学区や町内会での紳の強さを、 凶要がある。それ

自助と共助の連動につなげたい。そんな気持ちで、 8月10日、 9月16日、 に加えて、防災

10月22日の3回にわたる防災ワークショッヅを開催した。 マップは共助の

※「層」は「建物の階」（『広辞苑』）のことで、建物の各階が完全に破壊 色彩が強く、自

すること、即ち 1階や2階の屋根が地面に着く形で家屋が崩壊するこ 助のために活用

とをいう。圧死する「家屋の層破壊」と、命が助かる「家屋の大きい しようとしたり、

傾き、あるいは、横倒し」との区別が分かり易い「防災用語」である。 図上防災訓練を

したりするのに

は適していない

きらいがある。

この点は至急に検討する必要があると考えられる。

第3回ワークショップは、避難所の立ち上げや運営に支障をきたさ

ないように、避難所ルールをどのように決めるかを話し合った。避難

所の立ち上げに際して、口論になるなどの混乱は絶対に避けなければ

ならない。

自主防災会やまちづくり委員会の幹部の上からの防災行動マニュア

ルや避難所マニュアルではなく、学区民のみなさんが意識して活用で

きるものを、みんなでつくっていきたいと考えている。この活動に対

して、下京区役所から『区民が主役のまちづくりサポート事業』と認

定されて、避難所マニュ・アJレの製作費の助成をしていただいている。

自主防災会が防災滅災の対策を練り、まちづくり委員会が学区民のみ

なさんの紳を強めて、防災減災効果をあげられればと期待している。

修徳自主防災会 会長高橋卓也

修徳まちづくり委員会委員長福井謙三

同顧問兼事業担当総括小西宏之

.改良防災マップで自助を描けないか．

..災ワ⑤診静＠を窪田開＠・
5年

。なぜ耐震診断はすすまないのか
地震発生時の居場所での自助。

建物の倒壊による庄死を防ぐためには、建物が耐えられるか診断が

求められる。なぜ診断はすすまないのか。「耐震診断の際に、知らな

い人が家の中に入るのがいや」、「指名できるようにしてほしい」など

の意見がでた。京都市と相談して、修徳学区民のなかで耐震診断の資

格を持った人を決めておいて、担当してもらう制度をつくりたい。

地震発生時にどこで、何をしている可能性が高いか。そして、その

時どう命を守ればよいか。「居間にいる」とテレビや家具が飛んでく

ると阪神淡路大震災では表現された。そのため、「寝室」には家具を

置かないことが肝要である。料理をしていると

いう感覚での「料理中のキッチン」も、食器棚、

冷蔵庫、電子レンジなど家具や機器が意外に多

い。ともにその場から退去する助言が多い。「ト

イレ」「入浴中」などは比較的安全という解説

が多いが、戸建ての家屋の種類別に、建築士の

山
凶
剛
岡
田
1
15
i

－
材
木
町
A

’

女
ス
プ
ー
ン
リ
レ
l優
勝

い
っ
た
い
ぜ
ん
た
い
ど
う
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

運
動
会
ス
プ
ー
ン
リ
レ
l
で
材
木
町
が
優
勝
し

ち
ゃ
い
ま
し
た
。
何
年
ぶ
り
の
こ
と
か
記
憶
が
な

い
ほ
ど
の
久
し
振
り
の
優
勝
で
す
。

ス
プ
ー
ン
リ
レ
l
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
組

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
運
動
会

い
ち
の
花
形
競
技
。
そ
れ
に
優
勝
で
き
た
と
は
、

こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。

選
手
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
応
援
の
み
な

さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

材
木
町
P
R
情
報
委
員

浅
野

良月

警
官…奇
（敬
称
略
）

転

入

よ
ろ
し
く

3 
月

篠辰
，，時巳

全

一
方

元
貴
朋
子
（深
草
）

6 
月

山
口

邦
之
佳
美

紗
代
子
（材
木
）

誕

生
お
め
で
と
う

6
月
四
日湯
浅

良

輝

次

男

航
平
く
ん

（徳
万
）

7
月
3
日山
口
邦
之

耀

一
郎
く
ん
（材
木
）

長
男

行博（五烏悪王子）山下

平成27年度京都市消防固定例表彰

市長優良表彰 修徳消防分団

優良団員表彰 南辻 聴（材木）

同 棚部智行（月見）

地域体育振興功労賞 前田 一義（富永）

永年勤続市政協力委員表彰

巴
臥

お
悔
や
み

幸

申

し
ま
す

平
成
幻
年
6
月
日
日

中

谷

千

枝

（布
屋
）

享
年
部

転

出

お
元
気
で

9 
月

中
クミL
'-' 

隆
亮

（布
屋
）

－
お
詫
び

前
号
の
人
事
往
来
転
入
の

欄
で
辰
巳
様
方
篠
崎
様
の
氏

名
表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。訂
正
し
今
号
転
入
欄
に
記

載
い
た
し
ま
し
た
。

ま
こ
と
に
申
し
訳
な
く
こ

こ
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

P
R
情
報
委
員
会
委
員
長

浅
野

＝
一朗
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各
町
に
菊
御
紋
付
き
の
素
焼

き
の
盃
が
配
ら
れ
た
下
賜
品

で
す
。

（京
都
市
政
史
第
1
巻
よ
り
抜
粋
）

皆
さ
ん
の
町
内
に
も
あ
る

と
お
も
い
ま
す
が
。

中
野
之
町
P
R情
報
委
員

榎

本

孝

司

8
月
お
日

（日
）
薮
下
町

は
以
前
か
ら
旧
家
が
お
守
り

し
て
お
ら
れ
る
お
地
蔵
さ
ま

を
町
内
の
お
寺
を
お
借
り
し

て
お
杷
り
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
子
供
口
名
（
外
孫

2
名
）
が
参
加
。
夜
は
大
人

口
名
で
会
食
を
し
、
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。

薮
下
町
P
R情
報
委
員

鎌

田

芳

枝

安住民のランダム・パトロールは役にたたない！？女
この新書版の内容は、キャッチフレーズや目次のセンセーショナルさ
ほど激しくはない。本を売る側の書店の意図的なフレーズなのだろう。
確かに「パトロールがすべての時間と空間をカバーできないJという
ものの、「いつ現れるのかがわからなければ、警官や地域住民のボラン
テイアが至るところにいるという感覚を宝むので犯罪は抑止できるJと
いう常識が根強くある。何百件もの空き巣を繰り返した男は、ブランド
品の帽子をかぶり、インターホンを鳴らして家人がおれば、「手帳をめ
くりながら、『このあたりに誰々さんの家はありますか』と言っておれ
ば疑われなかった」し、「現れたら犯行をやめればいいだけ」で、警官
やボランティアが来ない時間はいくらでもあるというわけである。

沼
環
廃
寄
り同

町
内
恒
例
行
事
で
あ
る
伏

見
稲
荷
大
社
で
お
千
度
を
日

月
4
日

（日
）
に
行
い
ま
し

た
。出
席
者
は
大
人
部
名
、
子

供
2
人
で
す
。

行
き
帰
り
は
貸
し
切
り
パ

ス
で
午
前
日
時
出
発
、
当
日

は
秋
晴
れ
の
好
天
気
で
す
。

先
発
は
小
生
を
含
め
4
人
が

準
備
の
た
め
別
車
に
て
到
着
、

ご
祈
祷
を
済
ま
せ
皆
さ
ん
の

到
着
を
待
つ
。
当
日
は
外
国

の
旅
行
者
が
多
く
お
千
度
参

り
が
始
ま
る
と
興
味
深
げ
に

見
て
お
ら
れ
る
。
ど
う
も
お

千
度
の
意
味
が
解
ら
な
い
様

子
で
し
た
。

ま
た
高
齢
の
御
婦
人
に
は

神
戸
市
中
央
区
か
ら
の
お
参

り
で
阪
神
大
震
災
で
の
被
災

女ホットスポットを15分ごとにパトロール女
ペンシルベニア大学のクリストファー ・コーパー研究員の理論による
と、各ホットスポッ ト（犯罪多発場所）に、15分ごとに警官や住民がパ ト
ロールするのが、一番効果的だという。それより長くなると、次のパト
ロールまでに犯罪が完成してしまうという。この指摘は重要だ。しかし、
問題はそのホッ トスポットが、「捕まったレベルの低い犯罪者の犯罪地
点」だと、この著者は前著で指摘している。だから、パトロールするホ
ットスポッ トは、その内容を括弧付きで示し、『ホットスポット（過去の
犯罪多発場所）jではなく、『ホットスポット（現在の入りやすく見えにく
い場所）』とすべきで、子どもたちが、「現在のホットスポット」を自分
で見つけて、「地域安全マップ」をつくることにつなげていく必要がある。

体
験
を
話
さ
れ
「
天
災
は
不

意
に
や
っ
て
く
る
。
何
も
か

も
が
無
く
な
る
。
せ
め
て
火

災
を
出
さ
な
い
心
掛
け
が
大

事
」
と
の
話
を
聞
い
て
身
に

つ
ま
さ
れ
る
心
境
で
し
た
。

お
千
度
も
終
り
、
ロ
時
に

パ
ス
に
て
昼
食
会
場
の
烏
丸

仏
光
寺
「
か
ご
の
屋
」
に
到

着
。
食
事
の
前
に
今
後
の
予

定
の
運
動
会
、
防
災
訓
練
の

打
合
せ
を
行
い
ま
し
た
。

山
岸
副
会
長
の
音
頭
で
御

神
酒
で
乾
杯
。
一2
時
間
余
り

の
楽
し
い
歓
談
の
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

大
江
町
P
R晴
報
委
員

町

会

長

伊

藤

満

夫署

女子どもたちで地域安全マップを’つくる女
ここで、犯罪機会論の権威で著者の小宮先生の指摘を書いておこう。
子どもたちが 「入りやすく見えにくいJ犯罪を起こしやすい場所を自分
たちで見つけ、マップをつくることが「景観読解力」をつけるために、
とても大切なことだという。サングラスやマスクをつけた人や浮浪者な
どがいたという 「不審者マップ」は人権侵害であると同時に、人間不信
をつくるだけである。過去の犯罪スポットを調べてマップをつくるのも、
何の役にも立たない。犯罪者そのものよりも、犯罪者が犯罪をおこせな
い場所、すなわち、自分の住宅のまわりも告め、「ス：りにくく見えやす
い場所づくり」や、ゴミ、落書き、ガラス窓の割れ、雑草、などが放置
されていない「地域住民の当事者意識の強い環境づくり」を重視するの
が、「犯罪に会わない」ための「犯罪機会論」の基本なのである。

内
藤

友
子

頭
指
沼
町則凶限切
凶
菊
硲
倒
艇
側
，S

素
焼
き
の
盃
が
あ
り
ま
す

明
治
2
年
3
月
京
都
か
ら

東
京
へ
の
遷
都
（
天
皇
行

幸
）
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
朝

廷
や
有
力
寺
院
な
ど
を
重
要

な
商
売
相
手
と
し
て
き
た
京

都
の
織
物
や
陶
器
、
扇
、
菓

子
な
ど
の
商
工
業
者
が
大
き

な
危
機
感
を
い
だ
き
ま
し
た
。

同
年
9
月
の
皇
后
東
幸
に

際
し
て
多
く
の
京
都
市
民
が

抗
議
行
動
を
起
こ
し
た
。
こ

れ
に
対
し
事
態
の
鎮
静
化
を

は
か
る
た
め
、
新
政
府
か
ら

は
産
業
振
興
の
た
め
と
し
て

叩
万
両
の
下
賜
金

（
産
業
基

立
金
現
在
の
印
億
円
程
）

と
日
万
両
の
貸
付
金

（勧
業

基
立
金
）

な
ど
が
下
付
さ
れ
、

“
安
ふ
H

・り
る
品
刊
の
拡
抗
か
る
｛
す
り

徒
勝
へ
、
、
の
一

載
が
分
か

れ
え

ス
ー
パ
ー
の
だ
ん
ご
K
鳥
居
教
え
、ら
れ

使
わ
れ
る
こ
ぞ
が
碍

t
い
点
に
す
り

の
vt
か
わ
｛
食
ベ

た
も
の
よ
り
含
プ
穴
、
、
ぜ

吉
川

見
童
館
ア
昭
和
b
E
由
化
た
よ
鬼
ご
司
、
、

長

い
及
合
同
砕
の
写
真
に
は
す

L
か
け

崎
周
に
え
え
も
ら

二
t
遠
旬
。

乏の
ぞ
何
年
渇
み
ぞ
本
み
の
お
勺
き
め
い

え
泊
ア
生
き
延
M
V

マ
ま
す
長
4
n
a

文
子

実街灯は犯罪者を呼び寄せる！？大
「呼び寄せるJは言いすぎだとだれもが感じる。著者は言う。「そもそ
も街灯の機能は、「夜の景色」を「昼の景色」に戻すことである。」「昼
間安全な場所（例えば、両側に家の窓がたくさん見える道）」に街灯を設
置すれば、夜でも昼の景色に戻って安全性が高まる。」しかし、「昼間危
険な場所（例えば、両側に高い塀が続く道）に街灯を設置しでも、戻った
景色は危険なままなので安全性が高まることはない」。川崎の女性刺殺
事件でトンネル内の歩道が殺害場所に選ばれたのは、「H音かったからで ，
はなく、 トンネルが周囲から見えにくい構造をしていたからだ」。しかも、
「トンネルの壁面には落書きがしてあった」。その周囲のひとたちの当事
者意識の欠如（無関心）を表しており、犯罪者は犯罪を実行して見つかっ
たとしても、とがめられも、訴えられもしないだ、ろうと判断したと、「犯
罪機会論」は教えるのである。
『監視カメラに死角』について話す紙数がなくなってしまった。「設置
場所やカメラアングルが犯罪者に嫌がられるようになっている」ことが
必須だと指摘していることだけを記しておく 。

まちづくり委員会顧問
司事.
...’ 宏之小西

小
西

不
揃
い
の
小
餅
か
わ
い
い
訴
の
作

刺
れy
勘
K
、、
だ
わ
ら
必
頃
す

勺
か

1
4

柑
わ
す
い
A
M

は
男
の
台
所

行
追
も
揃
い
す
ぎ
れ
ば
悪
夢
日
九
る

天
罰
F
異
常
気
象

k
r
rら
れ
る

宏
之長g

小
塩

史

子

手
の
た
め
に
か
ぞ
？
at
wh
f
い
肯
リ
ン
ゴ

仏
諸
手
拭
の
昔
刊
明
A

聞
に
も
咲
き
set
－ヴア

梢
欠
の
手
キ
抱
の
花
咲
き
ま

L
た

立
ら
品
叫
ん
の
品川
さ
む
が
う
た
｛
買

い
ま

L
た

詑
M
V

す
ず
ら
枝
是
ば
か
り
是
い
の
ネ

レ
U
H川

J
l
寸
I
IJ

和
箪
舗
の
表
マ
い
る
母
物
K
A
同
ー
か
け

a
の
ぞ
グ

t
元
気
ア
い
た

い
去
の
抵

妻
、ら
ざ
bz
品
え
本
の
よ
う
K
守

司
マ
る

ゆ
る
ゆ
る
ぞ
余
生
の
脇
hr
仇

勺
マ
る

枯
れ
7

る
br
鬼
も
尋
ね
に
朱
マ

4
れ
心

親
枝

宮
川

健
夜
に
は
毒
L
マ
ね
』ι
別
れ
際

品

目
刈
』

ι
一一
緒
K
帰
る
是
い
一
人

詩
吟
い
ベ

ン
チ
に
悩
み
主
い

マ
｛
る

わ
が
ま
ま
が

三
？
寄
『

マ
の
持－一

丸

何
十
年
お
ん
す
じ
顔
K
化
粧
す
る

博
子

都
倉

秋
の
香
bz
失
わ
心
ま
ま
柚
だ
た
ん

、骨
の
す
い
秋
K
か
ら
だ
br
休
ま
ぜ
る

、、、、
ぞ
い
う
特
に
ピ
シ

ャ
リ
京
、
、
h
L

ぱ

起
き
る
の
が
惜

t
い
す
マ
さ
す
夢
み
マ
る

必
要
』
ι
す
れ
な
｛
す
ご
（
丸
が
軽
い

昭
蔵

川
柳
勉
強
会
も

8
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
新
し
い
方
も
お
越

し
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

弁
財
天
町

者R
/.'--
届

昭
蔵
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歴
代
自
治
連
合
会
会
長
が

修
徳
の

3
大
事
業
と
い
う
夏

祭
り
、
運
動
会
、
総
合
防
災

訓
練
、
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る

夏
祭
り
が
、
快
晴
の
下
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

こ
こ
2
年
は
天
候
に
恵
ま

れ
ず
、
森
修
司
実
行
委
員
長

を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
は
気
を

も
ん
で
い
た
が
、
今
年
ば
か

り
は
文
句
の
つ
け
よ
う
の
な

い
お
天
気
だ
っ
た
。

例
年
通
り
飲
食
模
擬
店
や

少
年
補
導
の
ゲ
I
ム
コ
ー
ナ

ー
に
は
、
行
列
が
で
き
盛
況

で
あ
っ
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
プ
ロ
の

オ
l
ル
デ
ィ
l
ズ
バ
ン
ド
演

奏
、
同
じ
く
プ
ロ
の
マ
ジ
ッ

ク
、
図
書
館
員
に
よ
る
紙
芝

居
な
ど
が
行
わ
れ
、
来
場
者

を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

い修徳し楽つιーみんなで築

児
童
館
員
が
音
頭
を
と
る

ち
び
っ
こ
盆
踊
り
で
は
、
小

さ
な
子
供
た
ち
が
可
愛
ら
し

い
踊
り
を
見
せ
て
い
た
。

今
年
初
め
て
の
出
演
で
あ

る
京
都
女
子
大
ダ
ン
ス
チ
ー

ム
の
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
は
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
素

晴
し
い
演
技
で
あ
っ
た
。

交
通
対
策
協
議
会
委
員
が

交
差
点
で
立
番
を
さ
れ
、
交

通
事
故
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、

地
味
な
が
ら
大
き
な
成
果
だ
。

事
後
に
食
中
毒
な
ど
事
故

の
報
告
が
な
か
っ
た
の
は
、

各
種
団
体
や
福
祉
施
設
修
徳

の
安
全
意
識
の
高
さ
と
ご
尽

力
の
お
か
げ
だ
ろ
う
。

な

な

？な

な

8
月
6
日

（木
）、
準
備

か
ら
後
片
付
け
ま
で
た
い
へ

ん
な
思
い
を
さ
れ
た
各
種
団

体
ス
タ
ッ
フ
、
施
設
関
係
者
、

町
内
会
長
ら
を
ね
ぎ
ら
う
反

省
慰
労
会
が
ホ
テ
ル
日
航
プ

リ
ン
セ
ス
京
都
で
行
わ
れ
た
。

た
と
え
し
ん
ど
い
思
い
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
お
な
じ

場
所
で
お
な
じ
体
験
を
し
た

者
同
士
な
ら
で
は
の
和
気
あ

い
あ
い
の
会
食
で
あ
っ
た
。

森
実
行
委
員
長
は
じ
め
関

係
各
位
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

P
R情
報
委
員
会

浅
野

三
朗

9
月
日
日
（
火
）
京
都
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
l
ル
に
て
、
京

都
府
更
生
保
護
女
性
連
盟
結

成
田
周
年
記
念
集
い

・
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

修
徳
学
区
か
ら
は
、
叩
名

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

第
1
部
記
念
の
集
い
で
は
、

式
典
が
粛
々
と
執
り
行
わ
れ
、

引
き
続
き
講
師
に
日
本
更
生

保
護
女
性
連
盟
会
長
千
葉

景
子
氏
に
よ
る
「
こ
れ
か
ら

の
印
年
に
向
け
て
」
と
い
う

演
題
で
記
念
講
演
を
拝
聴
致

し
ま
し
た
。

そ
し
て
皆
さ
ま
お
待
ち
か

ね
の
第
2
部
記
念
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
。

本
日
は
、
歌
手
の
谷
村
新

司
さ
ん
を
お
招
き
し
、
ト
ー

ク
＆
ラ
イ
ブ
キ
ャ
ラ
バ
ン

「
と
こ
ろ
の
学
校
1
音
で
始
ま

り
歌
で
始
ま
る
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。
谷
村
新
司
さ
ん
の

楽
し
い
ト
l
ク
と
美
し
く
も

力
強
い
歌
声
で
、
い
つ
の
ま

に
か
会
場
は
谷
村
ワ
ー
ル
ド

に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
今

日
の
た
め
に
谷
村
さ
ん
が
み

ん
な
で
歌
え
る
曲
を
作
っ
て

来
て
下
さ
り
会
場
全
員
で
歌

っ
た
り
手
拍
子
を
打
っ
た
り

と
本
当
に
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
の
た
め
に

結
成
さ
れ
た
京
更
女
コ
ー
ラ

ス
グ
ル
ー
プ
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
」
の
皆
さ
ん
方
の
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
聴
か
せ
て
頂

き
本
日
こ
の
よ
う
な
式
典
に

参
加
さ
せ
て
頂
け
た
事
に
感

謝
の
気
持
ち
で
一
杯
に
な
り

ま
し
た
。

そ
し
て
ラ
ス
ト

は
、
谷
村
さ
ん
の
名
曲
中
の

名
曲
「
昂
」
を
聴
か
せ
て
頂

き
閉
会
致
し
ま
し
た
。

、」

4
4
哩
司
畑
E

ク
一
＝
？
ン
ト
ニ
凡
－
4

6
月
初
日
（
土
）
そ
れ
ま

で
雨
の
日
が
多
か
っ
た
合
間

の
晴
れ
た
日
に
、
ロ
人
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
が
早
朝
か
ら
修
徳

公
園
に
集
ま
り
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
に
興
じ
ま
し
た
。

8
ホ
l
ル
2
ラ
ウ
ン
ド
で

競
技
を
し
ま
し
た
が
、
他
の

競
技
会
に
出
て
腕
を
磨
い
て

い
る
人
も
お
ら
れ
、
皆
さ
ん

良
い
成
績
で
し
た
。

今
後
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
お
こ
な
い
ま
す
。
健
康

維
持
の
た
め
、
親
交
の
た
め

に
も
多
く
の
方
の
参
加
を
望

ん
で
お
り
ま
す
。

修
和
会
高
橋

卓
也

（敬称略）

1 位 福井謙 三（小田原）
飛賞
八木由紀子 （元両替）5位

2位 小林叡功 （深草）
飛賞
渡辺勝子 （亀 屋）
71立

3位 大辻泰弘 （徳万）

最
後
に
こ
れ
か
ら
も
更
生

保
護
女
性
会
は
地
域
社
会
か

ら
非
行
や
犯
罪
を
な
く
し
、

一
人
ひ
と
り
が
人
と
し
て
尊

重
さ
れ
誰
も
が
心
豊
か
に
生

き
ら
れ
る
社
会
づ
く
り
に
少

し
で
も
お
手
伝
い
出
来
れ
ば

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

更
生
保
護
女
性
会

中
村
秀
子

速報
ぬ

日
月
初
日

ω日
時
必
分

い
ま
か
ら
約
四

年
前
、
新
選
組
最

後
の
拠
点
で
あ
る

不
動
堂
村
屯
所
が

塩
小
路
付
近
に
置

か
れ
た
。

現
在
そ
の
場
所

を
示
す
碑
が
三
ヶ
所
あ
る
。

リ
l
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
前
、

不
動
村
道
祖
神
前
、
ハ
ト
ヤ

瑞
鳳
閣
横
だ
。
さ
ら
に
は
、

安
寧
小
学
校
、
そ
の
東
の
資

生
堂
ピ
ル
の
辺
り
だ
と
い
う

編集4編欄園
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大
江
町
で
木
造
家
屋
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
新
聞
が
出
る
頃
は
、

暖
房
器
具
を
使
う
季
節
で
す
。

ま
た
年
末
年
始
は
何
か
と
慌

た
だ
し
く
、
つ
い
火
気
の
取

扱
い
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が

ち
で
す
。

火
災
は

一
瞬
に
し
て
人
命

と
財
産
を
奪
い
取
り
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
火
の
元
に
注
意

し
て
頂
き
、
安
心
・

安
全
な

町
づ
く
り
に
ご
協
力
お
願
い

致
し
ま
す
。

修
徳
消
防
分
団

分
団
長
中
村

正
和百

口
伝
も
あ
る
。

記
録
や
物
証
が
な
い
今
と

な
っ
て
は
、
正
確
な
位
置
は

特
定
で
き
な
い
の
だ
そ
う
だ
。

間
年
と
は
そ
う
い
う
年
月

だ
お
な
じ
幕
末
維
新
の
頃
の

盃
を
町
内
の
宝
と
し
て
四
年

に
わ
た
り
保
管
し
、
そ
の
こ

と
を
代
々
伝
え
継
承
さ
れ
て

き
た
中
野
之
町
の
人
々
は
素

晴
し
い
と
思
う
。

圃圃

こ
の
修
徳
新
聞
の

情
報
が
後
の
世
の
役

に
立
つ
の
か
ど
う
か

は
分
ら
な
い
が
、
記

録
し
、
保
存
し
続
け

て
行
こ
う
と
思
う
。

尚
、
新
聞
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
は
修
徳
学

区
H
P
で
閲
覧
で
き

ま
す
。
P
R情
報
委
員
会

委
員
長
浅
野

a・1rl 

良月


